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1.　メリヤス製 品の寿 命が， 布地自体の破 損によるよ

りも型 くずれによるとこ ろが大きい ことにかんがみ，型

くずれの実態とその原因を追求し ようとし た。
2.　今回 は肌着につい て，日常頻繁に遭遇し，かつま

た型くずれの主要な機会 と考えられる洗 たくに よる型く

ずれの様子を調べ,。それ と布地 の性能 との関係について

検討し た。

3.　いずれの試料 乱 洗 たくに より タ テ方向 が ち じ

み，ヨコ方向が伸びる。こ の傾向はも めん製品 の場 合に

特にい ちじ るしく，ア クリル混紡地ではやや小 さい。こ

れは，メ リヤス地 の仕上時に， タテ方向に 大きな張力が

かけられている ためと考 えられ，合せ ん混紡 の場合 は，

仕上時 のピ ート セット効果が残 存するためと思われる。

洗 たく後 の乾燥 の際に クテ方向 に重力 のかかるよ 引こ吊

して行なえば，多少 の防止効果 はあ るが， 根本的 な防止

策 とはならない。


